
 

技術倫理協議会 第 21 回公開シンポジウム 開催結果報告 
2026 年 1 月 26 日 

技術倫理協議会 

1．日時：2025 年 12 月 8 日（月）13:00～17:00 

2．形式：オンライン：Zoom ウェビナー（但し、講師、司会、等は建築会館会議室にて対面） 

3．テーマ：＜社会受容性のある AIエージェント実現に向けた倫理＞ 
4．開催趣旨概要： AI（人工知能）技術は、生成 AI の急速な普及に続き、より自律的に判断して行動す

る AI エージェントへと発展しつつある。AI 生成物の高度化と専門化は、著作権をはじめとする知的財産権
の枠組みにも大きく影響を与える。こうした状況においては AI利用におけるリスクの最小化に加え
て、権利や責任の所在の明確化が重要な倫理的課題となる。 
本シンポジウムでは以上の問題意識の下、AI 技術に関わる人々を、開発者・提供者・利用者の三層構造

として整理して議論する。開発者や提供者の立場になる技術者に対しては大学や企業においても新しい AI
教育が求められると同時に、エンドユーザーは AI の仕組みやリスクを十分に理解しにくい立場にあり、そ
の安全と信頼をどのように守るかは、技術者にとっても社会にとっても重要な課題となる。これらの課題
について検討するために、本シンポジウムでは AI 倫理研究の専門家を迎えてご講演いただき、またパネル
ディスカッションでは三層構造の視点を軸に、AI の自律性が高まる社会におけるリスクと責任、知的財産
権や専門家教育およびエンドユーザーの安全と信頼について議論する。 

5．主催と実施概要：公益社団法人 日本工学会    技術倫理協議会 
【技術倫理協議会会員】公正研究推進協会、電気学会、電子情報通信学会、土木学会、日本化学会、 

日本機械学会、日本技術士会、日本原子力学会、日本建築学会、日本工学教育協会、 
日本非破壊検査協会、日本マリンエンジニアリング学会（12 学協会） 

◆参加者数：196 名（Zoom ウェビナー接続者数：対面参加の講師等を含む） 
◆受講証明書の発行数：43 件 

6．プログラム概要 

(1)開会挨拶 13:00～13:10   石川 孝重氏   技術倫理協議会議長 
(2)講  演   13:10～15:20  
・講演1:情報倫理学の延長線上でAIエージェントの倫理を考える     

神崎宣次氏（南山大学国際教養学部国際教養学科 教授） 

・講演2:生成AIのしくみと倫理的側面                 北原義典氏（東京農工大学名誉教授） 

・講演3:人工知能がある社会における人工知能と人間の関係のあり方  

武田英明氏（国立情報学研究所情報学プリンシプル研究系研究主幹/教授） 
(3)パネル討論 15:30～17:00 
パネリスト：講演者3名、コーディネーター：森下壮一郎氏(技術倫理協議会委員) 

7．シンポジウム参加者へのアンケート集計結果＜5 段階評価＞：（回収 101 名：52％） 
①参加者：60代以上 66％、40代～50代 29％。 
     企業関係者 68％、大学等研究者 11％、個人事業主 14％ 
②講演の評価：「非常に良かった」42％、「良かった」49％、96％が良い評価 
③パネル討論の評価：「非常に良かった」49％、「良かった」36％、85％が良い評価 
④シンポジウムの感想概要について 

・ 時宜を得たテーマのシンポジウムで、大変参考になりました。 
・ 情報管理の知的財産権である著作権や肖像権侵害などの２次リスクがある。そのため、権利や

責任所在の明確化と２次リスクの最小化が、最重要の倫理課題になる。 
・ AIが出す答えのプロセスを理解したい一方、実際はそうもいかない現状でどのようにAIを活用

していくべきなのか、利用者が問われているということを改めて感じました 
・ 研究領域の異なる研究者の皆さんから、異なる視点からの意見を聞くことができて有益でした。 
・ 大変刺激的で勉強になりました。これからますますAIが普及する社会になることを考えると、

自らもっと勉強したり情報収集しないといけないと感じました。 
・ AIは記号を処理するだけのプログラムに過ぎない。との言葉に頭ではわかっていながら、AIを

ある種の擬人化したコンピュータとしてとらえていた自分の間違った考えにハットさせられま
した。 

・ 技術倫理なのか技術者倫理なのか、哲学なのか倫理学なのか、議論が混とんとしており、生煮
えの感じがした。これからの世代に焦点を絞った議論でもよかったのではないか。 

・ AIを使う側がしっかりと倫理観を持って利用すべし、ということが明確に理解できました。
益々倫理教育が重要と思いました。 

・ 報告書の校正や工法等の検索にＡＩを使用する機会が最近増えてきています。今回のテーマは
まさしくタイムリーなもので、たいへん助かりました。今後の業務に活かせたら良いと思って
います。 

・ AIの発達が人間を不幸にする可能性が十分にあるのは、産廃(CO₂)による環境悪化(温暖化)と同
じ。これを人間がどうしようもなくなるまで放置しておいて同じ過ちをしていいのか？成り行
き任せの感あり。 

以上 


